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企画に当たって

識者に問う

半導体の経済安全保障をどう確保していくか。
供給体制の再編が進む中で、日本はどのように有利な立ち位置を得ていくか。
わが国がとるべき半導体戦略を議論する。
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米中対立を背景に台湾有事も懸念さ

れる中、重要物資である半導体の国

家戦略が問われている。

経済安全保障の観点から、日本の半

導体戦略はどうあるべきか。

再編が進む中で、日本は有利な立ち

位置をどうつくるのか。

政策当局者、実務家、ジャーナリス

ト、研究者など、第一線で活躍する

識者に聞いた。

半導体戦略の成否が
国家の未来を決める



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

安
全
保
障
を
考
え
た
と
き
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
に
と
っ
て
半
導
体
、
特
に
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
中
央
演
算
処
理
装
置
）
や
Ｇ
Ｐ
Ｕ
（
画
像
処
理
用

演
算
装
置
）
と
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
高
性
能
の
半
導
体
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）、
温
暖
化
対
策
、
軍
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
半
導
体
戦

略
に
つ
い
て
、
私
は
期
待
を
抱
い
て
い
る
が
、
同
時
に
不
安
も
あ
る
。
国
家
戦
略
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
た
ら
、
追
随
す
る
民
間
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
だ
。

こ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分
野
に
お
い
て
、
日
本
の
国
家
戦
略
や
大
企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
失
敗
し
続
け
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
の

Ｃ
Ｐ
Ｕ
黎
明
期
に
は
日
本
企
業
も
世
界
で
存
在
感
を
示
し
て
い
た
が
、
一
六
ビ
ッ
ト
Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
中
心
に
な
る
頃
か
ら
居
場
所
を
な
く
し
て

い
く
。
国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
後
を
追
い
掛
け
て
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
経
営
資
源
を
集
中
し
、
国
も
そ
れ
を
後
押
し
し
た

が
、
足
元
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
登
場
し
て
市
場
が
爆
発
的
に
拡
大
。
市
場
拡
大
と
と
も
に
Ｃ
Ｐ
Ｕ
性
能
も
急
速
に
進
化
し
て
、
現
在
の
ス
マ

ホ
に
至
る
。
企
業
も
国
も
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
革
新
と
市
場
の
変
化
を
見
誤
り
、
投
資
の
果
実
を
得
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
は
通
商
産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
主
導
で
「
第
五
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
っ
た
が
、
こ
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
国
家
や
企
業
の
戦
略
が
な
ぜ
誤
っ
て
き
た
の
か
、
検
証
し
て
反
省
す
る
こ
と
な
し
に
半
導
体
戦

略
を
進
め
て
も
、
同
じ
間
違
い
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

工
場
誘
致
だ
け
で
は
な
い
、
半
導
体
で
狙
う
日
本
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
は

半
導
体
分
野
は
、
設
計
・
開
発
か
ら
材
料
、
製
造
装
置
、
前
工
程
、
後
工
程
、
さ
ら
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
極
め
て
多
岐
に
わ

た
る
。
日
本
と
し
て
ど
の
領
域
を
、
ど
う
狙
う
の
か
。
日
本
の
政
府
や
企
業
は
ど
う
し
て
も
大
工
場
で
の
大
量
生
産
を
指
向
し
が
ち
で
あ

る
。
半
導
体
に
つ
い
て
も
需
要
が
あ
る
の
は
確
実
だ
か
ら
、
熊
本
県
に
誘
致
し
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
台
湾
積
体
電
路
製
造
）
の
助
け
を
借
り
て
、

先
端
工
場
を
建
て
て
戦
略
的
生
産
拠
点
と
す
る
こ
と
が
、
産
業
の
発
展
と
安
全
保
障
に
直
結
す
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

国
家
戦
略
と
半
導
体
分
野
の
市
場
の
変
化
を
ど
れ
だ
け
予
見
し
た
上
で
整
合
性
を
持
っ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
け
る
か
。

半
導
体
分
野
で
は
米
中
対
立
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
米
国
の
国
防
総
省
は
軍
事
的
優
位
を
保
持
す
る
目
標
の
た
め
に
、
先
端
半
導

体
製
造
能
力
を
国
内
や
友
好
国
で
持
ち
、
自
国
の
安
全
を
脅
か
す
技
術
を
「
外
」
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
米
国
と
中
国
が
重
要
な
交
易
国
同
士
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
米
国
が
半

導
体
の
先
端
技
術
を
出
し
渋
る
こ
と
で
、
中
国
で
自
国
技
術
の
開
発
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
国
家
は
こ
う
し
た
状
況
を
総

合
的
に
鑑
み
て
、
産
業
や
安
全
保
障
の
国
家
戦
略
と
民
間
戦
略
の
整
合
性
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
製
造
工
場
だ
け
に
新
規
投
資
し

て
も
国
際
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
は
残
る
し
、
先
端
半
導
体
が
実
現
で
き
た
と
し
て
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
競
争
し
て
顧
客
を
獲
得
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
先
端
工
場
を
作
れ
ば
産
業
が
栄
え
て
安
全
保
障
も
実
現
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
国
家
戦
略
と
し
て
曖
昧
に
映
る
。

半
導
体
競
争
力
の
源
泉
は

設
計
・
開
発
能
力
に
あ
り

―
大
企
業
だ
け
で
な
く
、
裾
野
の
広
い
民
間
力
を
育
成
し
よ
う

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
会
長
／
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

金
丸
恭
文
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予
算
を
費
や
す
べ
き
だ
。
海
外
か
ら
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
好
待
遇
で
採
用
す
る
こ
と
は
効
率
的
で
確
実
な
方
策
だ
し
、
大
企
業
か
ら
半

導
体
設
計
能
力
を
持
っ
た
チ
ー
ム
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
さ
せ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
作
る
の
も
一
案
だ
。
最
先
端
半
導
体
の
設
計
開
発

分
野
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
半
導
体
を
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
す
る
企
業
も
含
め
、
新
規
参
入
組
が
増
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

何
よ
り
も
国
が
行
う
べ
き
は
、
官
公
庁
や
大
学
、
民
間
が
ば
ら
ば
ら
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ
な
げ
て
、
国
家
戦
略
を

練
り
上
げ
る
こ
と
だ
。
そ
の
中
に
は
、
レ
ガ
シ
ー
半
導
体
の
製
造
能
力
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
技
術
者
の
育
成
を
行
う
こ
と
や
、
企
業
の

統
廃
合
を
進
め
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
既
存
大
企
業
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
主
役
で
あ
る
新
規
参
入
組
に
も
予
算
を
付
け
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
日
本
の
半
導
体
戦
略
の
成
否
は
「
裾
野
の
広
い

民
間
力
」
を
作
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

金
丸
恭
文
（
か
ね
ま
る
・
や
す
ふ
み
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
会
長
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
規
制

改
革
推
進
会
議
、
未
来
投
資
会
議
、
成
長
戦
略
会
議
な
ど
、
公
職
を
歴
任
。

大
野
敬
太
郎
衆
議
院
議
員
は
、
日
本
が
「
他
国
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
」
を
提
供
し
、
戦
略
的
な
位
置
を
確
保
す
べ
き
だ
、
と
言
う
。

経
済
産
業
省
の
金
指
壽
情
報
産
業
課
長
も
、
日
本
が
強
み
を
持
つ
メ
モ
リ
や
素
材
、
製
造
装
置
の
分
野
で
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
説
く
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
も
っ
と
も
だ
が
、
注
力
す
べ
き
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
今
、
半
導
体
分
野
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

設
計
・
開
発
の
強
い
企
業
、
特
に
半
導
体
の
能
力
差
で
最
終
製
品
の
競
争
力
を
創
出
で
き
る
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導
体
メ
ー
カ
ー
（
注
）
だ
。
生

成
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
開
発
に
は
米
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の
Ａ
Ｉ
半
導
体
が
不
可
欠
だ
し
、
電
力
効
率
に
優
れ
た
英
半
導
体
設
計
大
手
、
ア
ー
ム
の

技
術
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
業
界
の
勢
力
図
を
塗
り
替
え
て
い
る
。Google

やAm
azon

・Apple

な
ど
も
自
社
開
発
に
乗
り
出
し
て
き
た
（
彼
ら
は

社
内
ニ
ー
ズ
向
け
の
み
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
い
え
る
）。
日
本
シ
ノ
プ
シ
ス
合
同
会
社
の
藤
井
公
雄
社
長
が
言
う
通
り
、

半
導
体
の
設
計
・
開
発
能
力
な
く
し
て
日
本
が
競
争
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

技
術
の
転
換
期
、
半
導
体
の
国
家
戦
略
の
担
い
手
は
新
規
参
入
組

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
の
太
田
泰
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
半
導
体
は
技
術
の
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
機
能
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
合
わ
せ
て
チ
ッ
プ
を
作
る
「
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
」
技
術
や
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
設
計
で
あ
る
「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ-

Ｖ
」
が
登
場

す
る
な
ど
、
半
導
体
も
集
中
か
ら
分
散
の
時
代
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。
東
京
工
業
大
学
の
若
林
整
教
授
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
つ
の

製
品
を
作
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
協
働
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
設
計
・
開
発
能
力
の
強
い
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
育
成
強
化
で
き
る
か
。

何
よ
り
も
重
要
な
の
は
人
材
だ
が
、
日
本
の
大
学
か
ら
は
半
導
体
教
育
の
場
が
す
で
に
な
く
な
り
、
企
業
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
る
。
日
本
政
府
は
莫
大
な
予
算
を
か
け
て
半
導
体
工
場
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
人
材
獲
得
に
も
同
じ
く
ら
い
の
リ
ソ
ー
ス
、

国
家
戦
略
の
方
向
性
、
半
導
体
の
設
計
・
開
発
能
力
、
裾
野
の
広
い
民
間
力

（
注
）
自
社
で
工
場
や
生
産
設
備
を
持
た
ず
、
生
産
は
外
部
の
製
造
企
業
に
全
て
委
託
し
、
自
ら
は
製
品
の
設
計
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
特
化
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
こ
と
。
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識　者　に　問　う
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経
済
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
、

日
本
の
半
導
体
戦
略
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

日
本
は
、

有
利
な
立
ち
位
置
を

ど
う
つ
く
る
の
か
。

有志国との連携で「戦略的自律性」と
「戦略的不可欠性」を高める

衆議院議員大野敬太郎

製造能力強化、フレンド・ショアリング、ゲームチェンジャー

分断を避け、国際的な協業で
半導体技術を進化させる

東京工業大学科学技術創成研究院 集積Green-niX+研究ユニット 教授若林 整

世界共通の重要産業、知の集積、チップレット

各国と連携して製造エコシステムを
強じん化、次世代の国産も目指す

経済産業省商務情報政策局 情報産業課長金指 壽

TSMC誘致、ラピダス（Rapidus）、製造エコシステムへの責任

半導体の設計・開発能力を育てて
競争力を維持する

日本シノプシス合同会社 社長 職務執行者藤井公雄

半導体の設計・開発能力、人材の育成・活用、利益を出す産業構造

日本経済新聞 編集委員太田泰彦
主役は企業、地政学的なきしみ・
技術転換期のチャンスを生かせ

安全保障と自由貿易、企業の主体性、知的財産権（IP）開発

インタビュー実施：2023 年 8 月～10 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、宇田川淑恵（同）、

竹中勇貴（同）
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識
者
に
問
う

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
半
導
体
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
日
本
は
、
有
利
な
立
ち
位
置
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

有
志
国
と
の
連
携
で
「
戦
略
的
自
律
性
」
と

「
戦
略
的
不
可
欠
性
」
を
高
め
る

ン
デ
ミ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
等
で
世
界
的
な
半
導
体
供
給
不
足
が
起
き
た
。
日
本
で
も
車
や
家

電
な
ど
多
く
の
製
品
に
入
荷
待
ち
の
札
が
貼
ら
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
大
き
な
ト
レ
ン
ド
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
世
界
的
潮
流
や
本
格
的
な
Ａ
Ｉ
普
及
等
だ
。
そ
れ
ら
を
見
据
え
た
半
導
体
分
野
へ
の
積

極
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
米
中
対
立
を
背
景
と
し
た
国
際
秩
序
の
劣
化
だ
。
半
導
体

の
国
際
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
経
済
安
全
保
障
の
課
題
と
し
て
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
日

本
は
、
自
国
企
業
の
製
造
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
台
湾
有
事
」
等
も
念
頭
に
置
き
つ

つ
国
際
秩
序
安
定
化
の
た
め
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
「
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
」、
す
な
わ
ち
、
有

志
国
連
携
に
よ
る
再
編
を
進
め
て
い
る
。
製
造
拠
点
を
国
内
に
誘
致
す
る
こ
と
に
も
着
手
し
た
。

最
先
端
レ
ベ
ル
の
半
導
体
の
開
発
・
生
産
で
は
、
有
志
国
と
の
連
携
を
強
化
し
、
特
定
国
に
過
度
に
依
存

し
な
い
状
況
を
作
り
だ
す
「
戦
略
的
自
律
性
」
の
確
保
と
と
も
に
、
他
国
に
と
っ
て
日
本
が
不
可
欠
な
存
在

と
な
り
得
る
状
況
を
作
り
だ
す
「
戦
略
的
不
可
欠
性
」
の
確
保
も
重
要
な
課
題
だ
。

当
面
は
既
存
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
国
内
産
業
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
基
盤
に
な
る
。
研
究
開
発

支
援
や
製
造
設
備
投
資
へ
の
支
援
は
当
然
だ
が
、
日
本
の
最
先
端
技
術
が
他
国
に
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
の
制
度
整
備
も
着
手
済
み
だ
。
ま
た
技
術
動
向
や
産
業
構
造
は
複
雑
で
あ
り
、
日
本
の
強
み
と
弱
み
を
的

確
に
分
析
で
き
る
経
済
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
力
の
構
築
に
も
着
手
し
て
い
る
。

次
世
代
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
も
的
確
に
捉
え
つ
つ
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ

ャ
ー
」
技
術
を
日
本
か
ら
生
み
出
す
こ
と
に
も
注
力
し
た
い
。
日
本
が
こ
れ
ま
で
不
得
意
で
あ
っ
た
〝
死
の

谷
問
題
〞（
世
界
に
誇
る
べ
き
研
究
開
発
が
で
き
て
も
産
業
化
、
実
装
ま
で
は
た
ど
り
着
け
な
い
）
の
解
消

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
際
標
準
化
に
向
け
た
戦
略
的
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
作

り
も
重
要
だ
。
例
え
ば
、
光
電
融
合
に
よ
る
低
電
力
化
を
目
指
す
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
」
だ
。
世
界

で
電
力
需
要
が
急
増
す
る
中
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る
。
将
来
の
不
確
実
性
に
対
し
て
は
、
常
に
複
数
の

オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
し
並
行
し
て
進
め
て
行
く
。

日
本
は
自
由
貿
易
や
国
際
ル
ー
ル
を
順
守
・
擁
護
す
る
国
と
し
て
、
各
国
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て
き
た
。

そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
国
際
秩
序
を
維
持
・
強
化
し
、
更
に
は
国
際
社
会
の
同
意
を
得

な
が
ら
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
国
際
ル
ー
ル
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

衆
議
院
議
員
。
富
士
通
研
究
所
等
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
、
第
四
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
て
初
当
選
。
現
在
、
四
期
。
防
衛
大
臣
政
務

官
、
内
閣
府
副
大
臣
な
ど
を
歴
任
。
自
民
党
経
済
安
全
保
障
推
進
本
部
事
務
局
長
等
を
務
め
る
。
自
民
党
「
わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
経
済

安
全
保
障
の
全
体
像
に
つ
い
て
」
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
制
度
設
計
の
推
進
、
貿
易
管

理
レ
ジ
ー
ム
等
の
国
際
ル
ー
ル
形
成
へ
の
積
極
関
与
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
把
握
分
析
手
法
の
確
立
な
ど
、
経
済
安
全
保
障
に
資
す
る

累
次
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
て
き
て
お
り
、
経
済
安
全
保
障
分
野
で
積
極
的
な
発
言
を
行
う
。
東
京
大
学
博
士
号
（
情
報
理
工
学
）
取
得
。

大
野
敬
太
郎
（
お
お
の
・
け
い
た
ろ
う
）

風木淳〔2023〕

経済安全保障と先端・重要技術
実践論
信山社

大
野
敬
太
郎

衆
議
院
議
員

パ
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識
者
に
問
う

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
半
導
体
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
日
本
は
、
有
利
な
立
ち
位
置
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

各
国
と
連
携
し
て
製
造
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
強
じ
ん
化
、

次
世
代
の
国
産
も
目
指
す

金
指
壽

経
済
産
業
省

商
務
情
報
政
策
局

情
報
産
業
課
長

ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
、
半
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負

っ
た
。
米
中
対
立
の
地
政
学
的
な
不
安
定
さ
が
増
す
中
で
、
経
済
安
全
保
障
の
必
要
性
か
ら
半
導
体

の
政
策
が
動
き
始
め
た
の
が
二
年
前
。
そ
こ
か
ら
、
足
元
の
供
給
強
化
の
た
め
、
台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
県

へ
の
工
場
誘
致
、
将
来
の
競
争
力
に
な
る
生
産
基
盤
と
し
て
の
ラ
ピ
ダ
ス
（Rapidus

）
の
設
立
と
、
取
る

べ
き
政
策
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
地
政
学
的
な
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
で
は
、「
台
湾
有
事
」
の
可

能
性
を
念
頭
に
置
き
、「
台
湾
に
寄
せ
過
ぎ
ず
」
に
日
台
相
互
に
補
完
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

半
導
体
は
、
ど
の
国
も
自
国
だ
け
で
は
全
製
造
過
程
を
担
え
な
い
。
経
済
安
全
保
障
の
要
諦
は
、
諸
外
国

と
の
連
携
の
中
で
、
人
材
供
給
を
含
め
「
製
造
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
回
る
」
こ
と
だ
。
日
本
は
、

強
み
を
持
つ
メ
モ
リ
や
素
材
、
製
造
装
置
の
分
野
で
世
界
に
貢
献
し
、
不
足
す
る
分
野
は
他
国
に
頼
る
こ
と

で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
形
成
に
絶
対
的
な
責
任
を
果
た
す
。
例
え
ば
、
日
本
が
シ
ェ
ア
を
誇
る
ウ
エ
ハ
ー

や
基
板
な
ど
は
、
海
外
か
ら
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
技
術
進
化
を
確

実
に
す
る
た
め
、
資
金
調
達
が
難
し
い
企
業
規
模
の
小
さ
な
事
業
者
に
対
し
て
、
国
が
必
要
な
支
援
を
行
う
。

コ今
の
日
本
の
半
導
体
生
産
能
力
は
、四
〇
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
は
一
〇
億
分
の
一
メ
ー
ト
ル
）

台
ま
で
だ
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
熊
本
工
場
が
稼
働
す
れ
ば
、
自
動
車
や
電
機
製
品
な
ど
で
需
要
が
高
い
二
八
〜
一
二

ナ
ノ
の
半
導
体
を
、
日
本
国
内
で
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
二
工
場
で
は
、
よ
り
性

能
が
上
回
る
六
ナ
ノ
の
量
産
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
回
の
進
出
は
、
ソ
ニ
ー
や
デ
ン
ソ
ー
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
を

組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
自
身
も
評
価
し
、
ド
イ
ツ
で
も
同
様
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ

ャ
ー
方
式
で
工
場
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
ナ
ノ
や
二
ナ
ノ
と
い
っ
た
最
先
端
半
導
体
は
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
の
産
業
で
は
需
要
が
な
か
っ
た
が
、
二
〇
三
〇
年
代
に
は
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に
ラ
ピ
ダ
ス

が
照
準
を
合
わ
せ
て
、
最
先
端
半
導
体
の
開
発
が
国
産
で
進
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

次
世
代
半
導
体
の
供
給
能
力
を
持
つ
こ
と
は
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ
。
今
は
、
微

細
化
を
続
け
る
半
導
体
の
構
造
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
（
注
）、
日
本
に
も
参
入
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
国
企
業
の
よ
う
に
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
を
意
識
し
な
が
ら
設
計
か
ら
製
造
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
切
だ
。
半
導
体
は
需
要
と
供
給
の
変
化
が
激
し
く
、
現
在
の
政
策
が
十
分
か
ど
う
か
の
判
断
は

難
し
い
が
、
ア
ナ
ロ
グ
半
導
体
や
パ
ワ
ー
半
導
体
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

通
商
産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
に
入
省
後
、
産
業
再
生
課
、
内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
局
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
か

ら
三
年
間
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
事
務
所
に
駐
在
。
日
本
企
業
の
ア
メ
リ
カ
市
場
展
開
の
支
援
な
ど
に
従
事
。
二
〇
一
九
年
よ
り
、

産
業
創
造
課
長
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
税
制
の
執
行
を
現
場
で
推
進
。
二
〇
二
二
年
七
月
よ
り
現
職
。
経
済
産
業
省

「
半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
工
場
誘
致
や
、
日
本
独
自
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
を
目
指
す
株
式
会
社

Rapidus

と
国
の
半
導
体
技
術
開
発
を
担
う
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
設
立
を
主
導
す
る
。

金
指
壽
（
か
な
ざ
し
・
ひ
さ
し
）

（
注
）半
導
体
の
さ
ら
な
る
微
細
化
の
た
め
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
構
造
がFinFET

か
らGAA FET

へ
革
新
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

黒田忠広〔2023〕

半導体超進化論
世界を制する技術の未来
日経 BP・日本経済新聞出版
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識
者
に
問
う

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
半
導
体
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
日
本
は
、
有
利
な
立
ち
位
置
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

半
導
体
の
設
計
・
開
発
能
力
を
育
て
て

競
争
力
を
維
持
す
る

藤
井
公
雄

日
本
シ
ノ
プ
シ
ス
合
同
会
社

社
長
職
務
執
行
者

政
学
的
な
リ
ス
ク
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題
を
受
け
、
政
府
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
の
熊
本
県
へ
の
誘

致
、
ラ
ピ
ダ
ス
設
立
等
の
支
援
に
動
い
て
い
る
が
、
半
導
体
産
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
国
内
の
生
産
能
力
を
多
少
増
や
し
た
と
し
て
も
、
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
が
無
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
活
性
化
の
一
つ
に
は
な
る
が
、
経
済
安
全
保
障
上
十
分
と
は
言
え
な
い
。
半
導
体
の
材
料

や
製
造
装
置
は
日
本
が
強
い
分
野
だ
が
、
そ
れ
ら
は
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

日
本
の
産
業
競
争
力
の
た
め
に
取
る
べ
き
真
の
戦
略
は
、
半
導
体
の
「
設
計
開
発
能
力
」
を
高
め
る
こ
と

だ
。
半
導
体
を
設
計
・
開
発
す
る
能
力
を
高
め
な
い
と
、
日
本
の
半
導
体
産
業
は
上
向
い
て
い
か
な
い
。
さ

ら
に
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
関
わ
る
全
て
の
産
業
で
、
世
界
と
の
競
争
に
負
け
て
し
ま
う
。
分
か
り
や

す
い
例
が
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
自
動
車
産
業
だ
。
こ
れ
ま
で
競
争
力
の
要
は
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
な
ど
だ
っ

た
が
、
電
動
化
と
自
動
運
転
化
が
進
む
と
、
勝
負
の
分
か
れ
目
は
、
蓄
電
池
の
ほ
か
は
、
半
導
体
の
性
能
に

取
っ
て
代
わ
る
。
今
の
よ
う
に
自
ら
は
半
導
体
設
計
を
手
掛
け
ず
、
汎は

ん

用よ
う

品
の
半
導
体
で
動
く
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
だ
け
の
開
発
を
続
け
て
い
た
ら
、
世
界
の
ト
ッ
プ
は
取
れ
な
く
な
る
。
す
で
に
テ
ス
ラ
は
、
自
社
で
半
導

体
設
計
を
し
て
い
る
。
自
動
車
だ
け
で
は
な
い
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
各
社
も
ま
た
、
生
き
残
り
の
た
め
自
社
で
半

導
体
の
設
計
を
始
め
た
。
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
差
別
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
土
台
と
な
る
半
導

体
の
設
計
か
ら
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
た
か
ら
だ
。
半
導
体
の
設
計
開
発
能
力
な
く
し
て
は
、
日
本
の
競
争

力
は
失
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
産
業
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ
。

過
去
に
半
導
体
事
業
で
失
敗
を
重
ね
た
日
本
は
、
投
資
が
減
少
し
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
下
降
線
を

た
ど
っ
て
き
た
。
政
府
は
近
視
眼
的
で
、
経
営
者
は
直
近
の
採
算
し
か
考
え
ず
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

据
え
て
動
い
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
半
導
体
に
関
わ
る
人
材
は
激
減
し
、
半
導
体
の
設
計
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。
半
導
体
教
育
を
提
供
す
る
場
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

教
育
さ
れ
た
人
材
が
企
業
の
中
で
利
益
を
出
し
続
け
て
い
く
産
業
構
造
を
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
過
去

の
二
の
舞
に
な
る
。
最
先
端
半
導
体
の
製
造
を
手
掛
け
る
ラ
ピ
ダ
ス
も
、
成
否
の
鍵
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

確
立
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。
国
が
施
策
と
し
て
、
ラ
ピ
ダ
ス
と
、
半
導
体
を
応
用
す
る
自
動
車
産
業
な
ど
を

結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。
ラ
ピ
ダ
ス
は
顧
客
を
開
拓
し
、
自
動
車
産
業
に
は
ラ
ピ
ダ
ス
を
使
っ
て
チ
ッ
プ
開

発
を
促
す
。
相
乗
効
果
で
両
者
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
仕
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

地

William H. Davidow〔1986〕

Marketing High Technology
Free Press

Synopsys Inc. 

（
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
日
本
法
人
、
日
本
シ
ノ
プ
シ
ス
合
同
会
社
の
社
長
職
務
執
行
者
。
同
社
は
、
半
導
体

の
設
計
自
動
化
等
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
（
Ｅ
Ｄ
Ａ
）
や
、
設
計
済
み
半
導
体
回
路
（
Ｉ
Ｐ
）
の
提
供
な
ど
を
行
う
。
藤
井
氏
は
、

一
九
八
一
年
に
当
時
新
領
域
だ
っ
た
半
導
体
に
将
来
性
を
見
い
だ
し
、
半
導
体
開
発
企
業
の
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
株
式

会
社
に
入
社
。
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
設
計
方
法
の
進
化
な
ど
、
急
速
に
発
展
す
る
半
導
体
業
界
を
支
え
る
。
半
導
体
設
計
開
発
を
行
う
シ

ー
ラ
ス
・
ロ
ジ
ッ
ク
日
本
法
人
お
よ
び
日
本
シ
グ
ナ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
、
現
職
に
就
任
。

藤
井
公
雄
（
ふ
じ
い
・
き
み
お
）
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識
者
に
問
う

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
半
導
体
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
日
本
は
、
有
利
な
立
ち
位
置
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

主
役
は
企
業
、
地
政
学
的
な
き
し
み
・

技
術
転
換
期
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ

太
田
泰
彦

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

導
体
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
家
安
全
保
障
と
自
由
貿
易
と
の
せ
め
ぎ
合
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
こ

の
二
つ
は
対
立
関
係
で
捉
え
ら
れ
な
い
。
国
家
安
全
保
障
に
関
わ
る
先
端
技
術
の
貿
易
は
国
家
に
よ

る
管
理
が
強
ま
る
一
方
、
汎は

ん

用よ
う

化
し
た
半
導
体
は
「
産
業
の
コ
メ
」
で
あ
り
、
そ
の
取
引
は
自
由
貿
易
に
よ

っ
て
堅
持
さ
れ
る
べ
き
だ
。
政
府
だ
け
の
動
き
を
見
る
と
米
国
が
一
枚
岩
に
見
え
る
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
内

側
で
は
政
府
と
企
業
が
日
々
、
激
し
く
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。
規
制
を
広
げ
た
い
政
府
と
、
中
国
市
場
を
確

保
し
た
い
企
業
の
利
害
は
時
に
反
対
方
向
を
向
く
。
こ
の
境
界
線
で
、
企
業
が
ど
う
戦
略
的
に
動
く
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
地
政
学
的
な
地
殻
変
動
を
、
企
業
自
ら
が
居
場
所
を
作
る
好
機
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

経
済
の
主
役
は
企
業
で
あ
る
。
大
き
な
流
れ
に
押
し
流
さ
れ
て
委
縮
す
る
の
で
な
く
、
き
し
む
国
際
社
会

で
生
き
残
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
自
ら
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
企
業
が
主
体
性
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
中
国
と
賢
く
つ
き
合
う
し
た
た
か
さ
も
必
要
だ
ろ
う
。
独
自
の
技
術
を
保
持
す
る

こ
と
で
、
中
国
だ
け
で
な
く
米
国
に
対
し
て
も
交
渉
力
を
持
つ
べ
き
だ
。
経
済
安
全
保
障
を
看
板
に
掲
げ
る

企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
米
国
の
輸
出
規
制
に
適
合
す
る
こ
と
で
企
業
を
「
守
る
」
方
策
を
教
え
て
い
る
。

半し
か
し
、
従
属
的
に
守
る
だ
け
で
は
企
業
の
成
長
は
な
い
。

日
本
の
半
導
体
産
業
が
競
争
力
を
取
り
戻
す
に
は
、
他
国
の
企
業
が
ま
ね
で
き
な
い
日
本
の
企
業
独
自

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
半
導
体
の
論
理
設
計
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
英
ア
ー
ム
や
、
半
導
体
設
計
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
米
シ
ノ
プ
シ
ス
は
、
現
在
の
半
導
体

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
要
所
を
握
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
も
、
次
世
代
の
半
導
体
製
造
に
不
可
欠
と
な
る
知

的
財
産
権
（
Ｉ
Ｐ
）
の
開
発
を
目
指
す
べ
き
だ
。
い
く
ら
モ
ノ
づ
く
り
に
優
れ
て
い
て
も
、
半
導
体
産
業
は

再
興
し
な
い
。
付
加
価
値
を
め
ぐ
る
発
想
転
換
を
も
た
ら
す
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
輩
出
す
る
た
め
に
も
、
日
本

企
業
が
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
の
人
材
に
広
く
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

幸
い
な
こ
と
に
、
半
導
体
の
技
術
は
い
ま
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
微
細
化
と
省
エ
ネ
を
極き

わ

め
る

新
し
い
技
術
体
系
が
必
要
な
局
面
と
い
え
る
。
チ
ッ
プ
の
積
層
化
や
組
み
合
わ
せ
で
高
度
な
機
能
を
持
た
せ

る
「
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
」
は
、
日
本
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
領
域
だ
。
日
本
主
導
で
規
格
化
し
、
さ
ら
に
ラ
イ

セ
ン
ス
供
与
し
て
「
攻
め
る
」
戦
略
を
描
け
れ
ば
、
復
活
へ
の
大
き
な
柱
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業

の
製
造
現
場
で
の
貪
欲
な
知
見
の
蓄
積
と
、
大
き
な
国
家
戦
略
を
描
く
政
府
の
産
業
政
策
が
条
件
と
な
る
。

日
本
経
済
新
聞
で
、
外
交
、
通
商
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
国
際
情
勢
を
テ
ー
マ
に
、
長
年
国
際
報
道
に
従
事
。
二
〇
二
一
年
に
上
梓
し

た
『
２
０
３
０
半
導
体
の
地
政
学
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
）
で
は
、
戦
略
物
資
と
し
て
価
値
が
高
ま
る
半
導
体
を
巡
っ
て
の
、
国
家
間
の
せ
め
ぎ

合
い
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
。
一
九
八
五
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
に
入
社
後
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
に
留

学
。
米
国
、
ド
イ
ツ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
駐
在
。
二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
二
一
年
、
論
説
委
員
。
中
国
「
一
帯
一
路
」
構
想
な
ど
に
関
す
る

報
道
で
、
二
〇
一
七
年
度
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
を
受
賞
。
ダ
ボ
ス
会
議
は
じ
め
、
国
際
会
議
で
講
義
、
講
演
も
行
っ
て
い
る
。

太
田
泰
彦
（
お
お
た
・
や
す
ひ
こ
）

伊集院敦・日本経済研究センター（編著）〔2023〕

アジアの経済安全保障
新しいパワーゲームの構図
日経 BP・日本経済新聞出版
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識
者
に
問
う

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
半
導
体
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
日
本
は
、
有
利
な
立
ち
位
置
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

分
断
を
避
け
、
国
際
的
な
協
業
で

半
導
体
技
術
を
進
化
さ
せ
る

若
林
整

東
京
工
業
大
学

科
学
技
術
創
成
研
究
院

集
積G

reen-niX
+

研
究

ユ
ニ
ッ
ト
教
授

本
の
半
導
体
産
業
は
長
年
、
逆
風
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昨
今
、「
経
済
安
全
保
障
」
の
名
の
下
、

突
然
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
違
和
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
半
導
体
は
、
ス
マ
ホ
を
は
じ

め
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
活
用
さ
れ
、
情
報
化
社
会
が
進
む
今
、
世
界
の
全
て
の
人
び
と
が

必
要
と
す
る
も
の
だ
。
今
後
拡
大
し
て
い
く
Ａ
Ｉ
や
Ｅ
Ｖ
、
発
電
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
、

社
会
課
題
の
解
決
に
半
導
体
が
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
世
界
共
通
の
幸
せ
に
関
わ
る
。
経
済
安

全
保
障
と
い
う
文
脈
が
な
く
と
も
、
半
導
体
が
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
、
経
済
安
全
保
障
を
理
由
に
、
半
導
体
産
業
が
国
単
位
で
分
断
し
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

半
導
体
は
設
計
か
ら
原
材
料
調
達
、
機
能
材
料
、
製
造
装
置
、
一
〇
〇
〇
工
程
以
上
に
も
な
る
集
積
回
路
製

造
ま
で
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、そ
れ
を
多
様
な
国
や
企
業
が
連
携
し
て
構
築
し
て
い
く「
知

の
集
積
」
が
必
要
で
あ
る
。
有
志
国
だ
け
の
連
携
で
は
、
半
導
体
技
術
の
進
化
は
「
必
ず
」
鈍
化
し
、
活
用

に
も
制
限
が
出
る
よ
う
に
な
る
。
技
術
者
と
し
て
、
せ
っ
か
く
積
み
上
げ
て
き
た
「
知
」
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
よ
っ
て
瓦が

解か
い

す
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
。

人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
の
問
題
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、
人
類
が
永
遠
の
繁
栄
を
手

に
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
、
こ
の
よ
う
な
分
断
に
よ
っ
て
疑
わ
し
い
も
の
と
な
る
。
半
導
体
政
策
で
各
国
と

の
協
調
を
ベ
ー
ス
に
す
る
道
は
、
本
当
に
な
い
の
か
。
技
術
的
に
も
市
場
と
し
て
も
、
半
導
体
に
お
け
る
日

本
の
重
要
性
は
世
界
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
。
日
本
も
自
ら
の
方
向
性
を
示
し
つ
つ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
中
で
他
国
か
ら
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
見
ら
れ
た
い
の
か
を
、
戦
略
的
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
段
階
で
半
導
体
政
策
は
国
が
主
導
し
て
進
め
て
い
る
が
、
国
が
あ
る
程
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
後
は
、
企
業
が
前
面
に
出
て
利
益
を
上
げ
、
活
動
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
場
合
も
企

業
間
の
オ
ー
プ
ン
な
協
業
は
と
て
も
重
要
だ
。
五
年
先
の
市
場
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
メ
モ
リ
ー
な
ど
複
数
の
チ

ッ
プ
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
「
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
」
が
登
場
し
て
く
る
が
、
そ
こ
で
は
複
数
の
企
業
の

製
品
を
統
合
し
て
い
く
「
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」
の
存
在
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

一
つ
の
製
品
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
協
働
が
当
然
の
こ
と
に
な
る
。
自
社
の
利
益
だ
け

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
三
方
よ
し
」
あ
る
い
は
よ
り
広
い
関
係
者
や
文
脈
を
取
り
込
む
考
え
方
で
、
同

業
他
社
と
も
協
調
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

東
京
工
業
大
学
科
学
技
術
創
成
研
究
院
集
積Green-niX +

研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
低
環
境
負
荷
等
の
グ
リ
ー
ン

な
半
導
体
実
現
に
向
け
て
、
集
積
回
路
技
術
に
関
す
る
研
究
と
人
材
育
成
の
推
進
し
て
い
る
。
ト
ッ
プ
研
究
者
を
集
結
し
、
企
業
と
の
共

同
研
究
も
進
め
つ
つ
、
日
本
の
集
積
回
路
産
業
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
グ
リ
ー
ン
化
す
る
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
を
目
指
す
。
東
京
工
業
大

学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
株
式
会
社
ソ
ニ
ー
を
経
て
、
東
京
工
業
大
学
工
学
院
電
気
電
子
系
教
授
。
地
球
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
機
構
機
構
長
、
評
議
員
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
七
月
よ
り
現
職
。
日
本
Ｍ
Ｏ
Ｔ
学
会
理
事
。
博
士
（
工
学
）。

若
林
整
（
わ
か
ば
や
し
・
ひ
と
し
）

Yuan Taur, Tak H. Ning〔2021〕

Fundamentals of Modern VLSI Devices
Cambridge University Press; 第 3版

日
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データで 見る 国家の未来を決める
半導体戦略の成否が

世界の半導体生産能力の種類別内訳（2019年）

米国 台湾 日本 欧州 中国 その他

1000 20 40 60 80 （％）

日本の半導体関連産業の従事者数推移（1998年－2021年）

各国の半導体政策

出所）経済産業省『工業統計調査』、『経済センサス』、『経済構造実態調査』よりNIRA作成。

出所）経済産業省『半導体・デジタル産業戦略（改定案）』2023 年 5月、JEITA『国際競争力強化を実現するための半導体戦略 2023
年版』、柿沼重志「我が国半導体産業の現状と課題～半導体支援法、経済安全保障推進法等による「復活」への道～」『経済のプリ
ズム』215号 1‒20 頁よりNIRA作成。

注１）DAOは、Discrete, analog and other の意。個別半導体、アナログ半導体、その他（光デバイス・センサを含む）を指す。
出所）BCG、SIA（2021）“Strengthening the Global Semiconductor Supply Chain in an Uncertain Era”

注１）DAOは、Discrete, analog and other の意。個別半導体、アナログ半導体、その他（光デバイス・センサを含む）を指す。
注２）凡例の「その他」は、イスラエルやシンガポールなど世界のその他の地域。
出所）BCG、SIA（2021）“Strengthening the Global Semiconductor Supply Chain in an Uncertain Era”

世界の半導体生産能力の国・地域別内訳（2019年）
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国 政策の内容

日本
・半導体支援法
・経済安全保障法の「特定重要物資」に半導体を指定
・半導体関連予算　総額 1.3 兆円（2022年度）

米国
・CHIPS 法
　補助金（設備投資等：約 5.3 兆円、技術開発：5年で約 1.5 兆円）
　減税（半導体製造・装置の設備投資に対して 25%）

中国
・「国家集積回路産業投資基金」を設置（2期）
　国と地方で合計 10 兆円以上の資金投入
・集積回路生産産業に法人税免除・減免などを含む支援策

台湾
・台湾への投資回帰を促す補助金等の優遇策
・「台湾投資三大方案」により約 9.4 兆円の投資（累計）
・産業創新条例（台湾版CHIPS 法）の改正により最大 25％の税額控除

メモリー
33%

DAO
26%

ロジック
>45mm
22% ロジック<10mm

2%

ロジック 10‒22mm

ロジック 28‒45mm
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